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皇
民
文
学

に
お
け
る

国
語

と
軍
事
動
員

周
金
波
「
助
教
」
ノ
ー
ト

和

泉

司

一

周
金
波
の
登
場
と
作
品

周
金
波
（
一
九
二
〇
｜
九
六
年
）
は
日
本
統
治
期
で
あ
っ
た
一
九
四
一

年
に
文
芸
同
人
誌
『
文
芸
台
湾
』
に
お
い
て
小
説
「
志
願
兵
」
を
発
表
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る

皇
民
文
学

作
家
の

代
表
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
戦
後
／
光
復
後
の

台
湾
社
会
で
は
作
家
と
し
て
の
立
場
を
失
い
、
現
在
に
至
っ
て
も
そ
の
評

価
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
に
台
湾
の
日
本
語
文
学
研
究

が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
際
、
周
金
波
の
テ
ク
ス
ト
は
「
志
願
兵
」
を
中

心
に
注
目
を
集
め
た
が
、
そ
の
殆
ど
が
「
志
願
兵
」
を

皇
民
文
学

の

代
表
作
と
し
て
追
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
比
較
し
て
他
の
台
湾
人

作
家
と
そ
の
テ
ク
ス
ト
が

皇
民
文
学

「
で
は
な
い
」
こ
と
の
傍
証
と

し
て
の
扱
い
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
。

志
願
兵
」
以
後
の
テ
ク
ス
ト
が
、
徐
々
に
台
湾
に
郷
土
と
し
て
の
愛

着
を
示
し
始
め
、
単
な
る

皇
民
文
学

と
は
言
え
な
い
様
相
を
呈
し
始

め
る
、
と
論
じ
た
の
は
、
星
名

1
）

宏
修
や
中
島

2
）

利
郎
で
あ
っ
た
。
周
金
波
の

日
本
統
治
期
に
お
け
る
主
な
小
説
テ
ク
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

水
癌
」『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
一
年
三
月
号

志
願
兵
」『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
一
年
九
月
号

『
も
の
さ
し
』
の
誕
生
」『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
二
年
一
月
号

フ
ア
ン
の
手
紙
」『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
二
年
九
月
号

気
候
と
信
仰
と
持
病
と
」『
台
湾
時
報
』
一
九
四
三
年
一
月
号

郷
愁
」『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
三
年
五
月
号

助
教
（
情
報
部
委
嘱
作
品
）」『
台
湾
時
報
』
一
九
四
四
年
九
月
号

無
題
」『
台
湾
文
芸
』
一
九
四
四
年
一
二
月
号

逞
し
き
群
像
」『
台
湾
新
報
』
青
年
版
一
九
四
五
年
二
月
一
一
日
〜
三

月
三
一
日

こ
の
他
評
論
や
随
筆
を
多
数
執
筆
し
て
い
る
が
、
小
説
に
あ
た
る
の
は

こ
の
九
編
と
な
る
（
他
に
題
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
が
二
編
、
辻

小
説
が
数
編
あ
る
）。
星
名
や
中
島
が
周
金
波
が
「
郷
土
と
し
て
の
台
湾
」

を
描
き
始
め
る
、
と
指
摘
す
る
の
は
、「
気
候
と
信
仰
と
持
病
」
か
ら
で
、

そ
の
理
由
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
皇
民
化
運
動
の
浸
透
と
台

湾
の
土
着
信
仰
の
狭
間
に
揺
れ
る
家
族
を
描
い
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
視
点
は
そ
の
次
の
「
郷
愁
」
に
も
当
て
は
め
ら
れ
る
。

周
金
波
は
幼
少
期
の
三
年
ほ
ど
、
そ
し
て
旧
制
中
学
校
進
学
（
三
三

年
）
か
ら
日
大
歯
学
科
を
卒
業
す
る
（
四
一
年
）
ま
で
の
約
八
年
を
、
東
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京
で
過
ご
し
て
い
る
。
台
湾
で
小
説
を
描
き
始
め
る
以
前
の
彼
は
、
台
湾

よ
り
も
日
本
で
暮
ら
し
た
期
間
の
方
が
長
か
っ
た
。
最
初
期
の
テ
ク
ス
ト

で
あ
る
「
水
癌
」
と
「
志
願
兵
」
で
語
り
手
や
主
要
登
場
人
物
が
東
京
留

学
帰
り
の
青
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
周
金
波
自
身
の

経
歴
の
反
映
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
語
り
手
ら
の
視
点
に
は
台
湾
社
会
を

「
遅
れ
て
い
る
」
場
所
と
し
て
見
る
態
度
が
現
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ

れ
が
、「
志
願
兵
」
以
前
が
（
暗
示
的
に
）「
郷
土
と
し
て
の
台
湾
」
を
描

い
た
も
の
と
は
見
な
さ
れ
な
い
由
縁
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
郷
愁
」
よ
り
後
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
分
析

が
非
常
に
手
薄
で
あ
る
。
周
金
波
が
時
間
と
共
に
台
湾
を
郷
土
化
し
て
い

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
次
に
発
表
さ
れ
た
「
助
教
」
に
も
そ
の
変
化
は

現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
結
果
を
言
え
ば
、「
助
教
」
に
は
「
郷
土
と
し
て
の
台
湾
」
は
テ

ク
ス
ト
前
景
、
ま
た
後
景
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。
こ
こ
で
示
さ

れ
る
の
は
、
台
湾
人
の
戦
争
動
員
に
関
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
り
、
郷

土
性
｜
伝
統
文
化
や
社
会
、
家
族
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
描
か
れ
ず
、
も
っ

ぱ
ら
台
湾
人
青
年
の
皇
民
化
訓
練
と
志
願
兵
あ
る
い
は
徴
兵
、
そ
し
て
台

湾
人
青
年
の

国
語

能
力
に
関
わ
る
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

助
教
」
は
そ
の
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
が
「
助
教
（
情
報
部
委
嘱
作

品
）」
と
あ
り
、
後
述
す
る
台
湾
総
督
府
情
報
部
が
皇
民
化
運
動
・
戦
争

動
員
宣
伝
用
に
企
画
し
た
『
台
湾
決
戦
小
説
集
』
の
た
め
に
描
か
れ
た
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
企
画
と
い
う
点
に
の
み
注
目
す
れ
ば
、
強
制
さ
れ

た
テ
ー
マ
で
や
む
な
く
描
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
郷
愁
」
ま
で
の
変

化
と
か
け
離
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
画
に
対
応
し
た
テ
ク
ス
ト
と
考
え
る
に
は
、

「
助
教
」
が
は
ら
ん
で
い
る
問
題
は
非
常
に
大
き
く
重
大
で
あ
る
。
何
故

な
ら
、
テ
ク
ス
ト
中
に
描
か
れ
る
皇
民
化
運
動
の
極
北
と
も
言
え
る
台
湾

に
お
け
る
徴
兵
制
実
施
に
直
面
し
た
台
湾
人
青
年
と
台
湾
社
会
の
対
応
と

が
、
台
湾
人
の
軍
事
動
員
賛
美
か
ら
、
明
ら
か
に
ず
れ
た
も
の
を
描
き
出

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
ノ
ー
ト
は
、
今
後
周
金
波
の
後
期
小
説
テ
ク

ス
ト
分
析
を
進
め
る
上
で
の
起
点
と
し
て
「
助
教
」
の
は
ら
む
問
題
点
を

指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

『
決
戦
台
湾
小
説
集
』
に
つ
い
て

日
本
帝
国
の
大
政
翼
賛
運
動
に
呼
応
し
て
、
台
湾
で
は
一
九
四
一
年
四

月
に
皇
民
奉
公
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
台
湾
の
作
家
・
詩
人
団
体

で
あ
っ
た
台
湾
文
芸
家
協
会
は
一
九
四
三
年
四
月
に
台
湾
文
学
奉
公
会
に

改
組
さ
れ
、
皇
民
奉
公
会
の
下
部
組
織
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
戦
争
協
力
の

た
め
に
台
湾
の
文
芸
家
・
芸
術
家
を
一
元
化
す
る
た
め
の
措
置
で
、
台
湾

文
学
奉
公
会
は
軍
報
道
部
、
総
督
府
情
報
課
、
日
本
文
学
報
国
会
台
湾
支

部
の
影
響
下
に
あ

3
）

っ
た
。

こ
の
台
湾
文
学
奉
公
会
に
対
し
、
総
督
府
情
報
課
か
ら
作
家
を
戦
争
動

員
が
か
け
ら
れ
て
い
る
「
生
産
現
場
」
へ
の
派
遣
と
、
そ
の
見
聞
を
も
と

に
し
た
テ
ク
ス
ト
の
発
表
が
要
請
さ
れ
た
。
台
湾
文
学
奉
公
会
の
機
関
誌

で
あ
っ
た
『
台
湾

4
）

文
芸
』
の
四
四
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
作
家
派
遣

に
つ
い
て
」
と
い
う
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

総
督
府
情
報
課
で
は
こ
の
度
、
第
一
線
基
地
台
湾
の
各
部
面
に
於

て
、
戦
力
増
強
に
敢
闘
す
る
島
民
の
姿
を
描
い
て
文
学
作
品
と
な

し
、
島
民
の
啓
発
に
資
す
る
の
目
的
を
以
て
作
家
派
遣
の
計
画
を
立
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て
、
文
学
奉
公
会
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。
文
学
奉
公
会
は
情
報
課

と
協
議
の
上
会
員
十
三
名
を
選
び
、
こ
の
要
請
に
応
じ
各
一
週
間
の

日
程
を
以
て
左
記
個
所
に
派
遣
し
たママ

台
中
州
下
謝
慶
農
場

呂
赫
若

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場

濱
田
隼
雄

台
湾
船
渠
工
場

新
垣
宏
一

鉄
道
部
各
機
関

西
川
満

太
平
山

張
文
環

高
雄
海
兵
団

龍
瑛
宗

公
用
地

吉
村
敏

金
瓜
石
銅
山

高
山
凡
石

大
平
山
及
公
用
地

長
崎
浩

台
湾
繊
維
工
場

楊
雲
萍

石
底
炭
坑

楊

台
南
州
下
斗
六
国
民
道
場

周
金
波

油
田
地
帯

河
野
慶
彦

こ
の
計
画
は
単
な
る
表
面
的
見
聞
に
終
る
こ
と
な
く
、
真
に
現
地

で
挺
身
す
る
人
々
の
息
吹
に
触
れ
、
そ
の
労
苦
を
味
ふ
た
め
一
週
間

内
外
現
地
に
滞
在
し
起
居
寝
食
を
共
に
し
て
、
そ
の
間
の
見
聞
体
験

を
素
材
と
し
て
小
説
を
書
く
、
と
い
ふ
に
あ
つ
た
。
僅
か
一
週
間
の

体
験
で
小
説
を
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
無
理
な
こ
と
で
も
あ
り
、
又
場

所
に
よ
つ
て
題
材
を
得
る
こ
と
の
難
易
の
あ
る
こ
と
も
分
か
つ
て
ゐ

た
。
が
、
作
家
の
文
学
精
神
が
現
地
の
厳
し
い
現
実
に
遭
つ
て
火
花

を
散
ら
す
と
こ
ろ
、
そ
の
に
何
も
の
か
が
生
ま
れ
出
づ
る
こ
と
が
期

待
せ
ら
れ
た
。（
略
）

こ
の
企
画
に
従
っ
て
発
表
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
情
報
課
の
斡
旋
に
よ

っ
て
皇
民
奉
公
会
機
関
誌
『
新
建
設
』、
総
督
府
機
関
誌
『
台
湾
時
報
』、

『
台
湾

5
）

新
報
』
系
列
の
『
旬
刊
台
新
』
そ
し
て
『
台
湾
文
芸
』
に
掲
載
さ

れ
た
。
ダ
グ
ラ
ス
・
Ｌ
・
フ
ィ
ッ

6
）

ク
ス
お
よ
び

7
）

中
島
は
、
こ
の
企
画
に
選

ば
れ
た
作
家
の
過
半
が
台
湾
人
作
家
だ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
文
芸
関
連
の
企
画
で
台
湾
人
作
家
の
比
率
が
日
本
人
作
家
の
そ
れ

を
上
回
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
中
島

は
、
こ
の
企
画
に
よ
っ
て
視
察
さ
れ
る
地
域
で
働
き
、
ま
た
は
訓
練
を
受

け
て
い
る
人
々
は
ほ
ぼ
台
湾
人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
入
っ
て

状
況
を
観
察
す
る
に
は
、
台
湾
語
・
客
家
語
を
解
す
る
台
湾
人
作
家
で
な

け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
描

か
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
想
定
読
者
が
台
湾
人
（
の
小
説
読
解
力
の
あ
る
知
識

階
層
）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
読
者
を
満
足
さ
せ
る
意
味
で
も
、
よ
り
台

湾
社
会
に
入
り
込
め
る
作
家
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

四
四
年
七
月
に
視
察
を
終
え
る
と
、
そ
の
月
の
う
ち
に
派
遣
作
家
に
よ

る
テ
ク
ス
ト
の
発
表
が
始
ま
り
、
同
年
一
二
月
に
台
湾
出
版
文
化
株
式
会

社
か
ら
『
決
戦
台
湾
小
説
集
』
乾
の
巻
・
坤
の
巻
の
二
巻
が
、
各
一
万
部

と
台
湾
の
読
者
市
場
規
模
を
考
え
る
と
破
格
の
部
数
で
発
行
さ
れ
た
。

周
金
波
「
助
教
」
は
、
こ
の
企
画
の
中
で
描
か
れ
、
そ
し
て
『
決
戦
台

湾
小
説
集
』
坤
の
巻
に
収
録
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
視
察
地
、
視
察
期
間
、

執
筆
期
間
、
執
筆
枚
数
（
三
十
枚
）
ま
で
限
ら
れ
た
中
で
、「
助
教
」
は

異
彩
を
放
つ
ほ
ど
に
練
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
て

8
）

い
る
。

周
金
波
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
台
南
州
斗
六
郡
に
作
ら
れ
た
国
民
道
場
で

あ
っ
た
。
こ
こ
は
台
湾
人
へ
の
徴
兵
制
導
入
（
一
九
四
四
年
九
月
一
日
実

施
、
徴
兵
検
査
は
四
五
年
一
月
よ
り
開
始
）
が
目
前
に
迫
り
、

国
語
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の
普
及
が
急
務
と
な
っ
た
時
期
、
徴
兵
適
齢
青
年
へ
の

国
語

教
育
と

並
行
し
て
教
練
を
課
す
施
設
で
あ
っ
た
。
訓
練
期
間
は
十
五
〜
二
十
五
日

程
度
で
、
軍
事
教
練
や
天
皇
崇
拝
に
関
す
る
儀
礼
の
体
得
、
さ
ら
に

国

語

や
算
数
な
ど
の
学
科
教
育
も
行
わ
れ
た
。

志
願
兵
」
か
ら
三
年
を
経
て
、
新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
発
表
し
て
も
、

な
お
日
本
人
側
が
周
金
波
に
期
待
し
て
い
た
の
は
「
志
願
兵
」
的
な
テ
ク

ス
ト
で
あ
り
、「
志
願
兵
」
作
者
の
周
金
波
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
派
遣
先

が
生
産
現
場
で
は
な
く
国
民
道
場
と
な
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

三

不
釣
り
合
い
な
蓮
本
と
国
民
道
場

周
金
波
「
助
教
」
は
、
斗
六
国
民
道
場
を
舞
台
と
し
た
小
説
で
あ
る
。

主
人
公
で
視
点
人
物
は
蓮
本
弘
隆
と
い
う
青
年
で
、
中
学
校
を
卒
業
し
て

国
民
道
場
へ
入
っ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
、
蓮
本
が
国
民
道
場
の
訓
練
期

間
を
終
え
る
際
、
日
本
人
の
山
田
教
官
か
ら
、
助
教
（
国
民
道
場
参
加
者

に
対
す
る
学
科
教
員
）
と
し
て
道
場
へ
勧
誘
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
山
田
教
官
は
蓮
本
の
国
民
学
校
時
代
の
恩
師
で
あ
り
（
つ
ま
り
山
田

は
本
来
小
学
校
教
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
）、
蓮
本
は
そ
の
勧
誘
を
非
常

に
断
り
に
く
い
も
の
と
感
じ
、
悩
ん
で
い
る
。

ま
ず
蓮
本
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
テ
ク
ス
ト
を
読
み

進
め
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
、
台
湾
人
青
年
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
国

民
道
場
に
日
本
人
子
弟
は
入
所
し
な
い
）。
そ
の
彼
が
「
蓮
本
弘
隆
」
と

い
う
日
本
人
的
な
名
前
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
改
姓
名
を
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

一
九
四
〇
年
に
府
令
第
一
九
号
に
よ
っ
て
、
台
湾
人
の
改
姓
名
は
許
可

制
と
し
て
公
布
・
施
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
許
可
要
件
は
、「
国
語

常
用
の
家
庭
な
る
こ
と
」「
皇
国
民
と
し
て
の
資
質
涵
養
に
努
む
る
の
念

厚
く
且
公
共
的
精
神
に
富
め
る
者
な
る
こ
と
。
以
上
の
二
条
件
を
具
備

し
、
且
知
事
又
は
庁
長
に
於
て
適
当
と
認
め
る
者
に
限
り
許
可
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
近
藤
正
巳
に
よ
れ
ば
、
改
姓
名
を
実
際
に
申
請
し
た
人
々

も
、
許
可
件
数
も
共
に
少
な
か
っ
た
と

9
）

い
う
。
改
姓
名
は
条
件
か
ら
い
っ

て
、
一
定
以
上
の
富
裕
層
で
か
つ
日
本
型
教
育
を
受
容
し
て
い
る
家
庭
・

一
族
し
か
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
蓮
本
が
中
学
校
を
出
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
助
教
就
任
を
迷
う
際
に
、「
今
の
彼
（
蓮
本
｜
引
用
者
）
と
し
て

は
先
づ
差
し
迫
つ
て
職
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
か
つ
た
」

と
い
う
箇
所
か
ら
、
蓮
本
の
家
が
そ
の
条
件
を
満
た
す
だ
け
の
資
格
を
持

つ
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
気
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
中
学
校
を
出
て
い
る
蓮
本

が
国
民
道
場
に
入
所
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

『
新
建
設
』
四
三
年
一
二
月
号
の
記
事
「
徴
兵
制
実
施
に
備
へ
て
」
の

中
で
、
斗
六
の
国
民
道
場
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
国
民
道
場
で
は
「
特

に
規
律
、
礼
儀
に
重
点
を
注
ぎ
、
各
個
教
練
の
基
本
動
作
を
授
け
て
ゐ

る
」「
教
練
的
な
も
の
は
国
民
道
場
で
課
す
」「
食
事
被
服
の
整
頓
そ
の
他

軍
隊
へ
入
つ
て
ま
ご
つ
か
な
い
だ
け
の
作
法
を
教
へ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
入
所
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
主
に
農
村
青
年
で
あ
る
。
国

民
道
場
で
は

国
語

や
算
数
な
ど
の
学
科
や
農
業
指
導
も
行
っ
て

10
）

お
り
、
同
記
事
で
も
「
農
閑
期
を
利
用
し
て
適
齢
青
年
の
長
期
訓
練
を
行

ふ
こ
と
に
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
出
身
階
層
的
に
も
、
学
歴
的
に

も
、
蓮
本
は
国
民
道
場
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

テ
ク
ス
ト
で
は
、
蓮
本
の
中
学
校
の
同
窓
生
達
が
海
軍
工
員
や
軍
属
と
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な
っ
て
い
た
り
、「
予
科
練
に
い
つ
た
も
の
六
名
、
甲
種
飛
行
機
操
縦
生

に
い
つ
た
三
名
、
陸
海
軍
諸
学
校
に
七
名
、
海
軍
志
願
兵
に
二
名
、
軍
通

訳
に
二
名
、
そ
の
他
軍
属
二
名
、
そ
し
て
卒
業
近
く
ど
か
つ
と
一
ぺ
ん
に

志
願
し
た
特
別
幹
部
候
補
生
」
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
語
ら
れ
、「
台
湾

に
居
残
つ
て
ゐ
る
者
は
僅
か
数
名
」
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
を
合
計
し
た
時
、
明
確
に
軍
隊
あ
る

い
は
関
連
機
関
で
働
い
て
い
る
の
は
二
五
名
に
す
ぎ
な
い
。
特
別
幹
部
候

補
生
が
一
体
何
名
に
上
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
は
四
三
年
度
か
ら
台

湾
へ
適
用
さ
れ
た
特
別
志
願
兵
制
度
の
特
例
で
、「
専
門
学
校
以
上
」
の

学
校
に
通
う
学
生
を
幹
部
候
補
生
と
す
る
も
の
で
、
つ
ま
り
「
ど
か
つ
と

一
ぺ
ん
に
志
願
し
た
」
同
窓
生
達
は
、
中
学
校
を
卒
業
後
、
高
等
教
育
機

関
に
進
学
し
た
面
々
な
の
で
あ
る
。
専
門
学
校
や
大
学
へ
進
学
し
た
植
民

地
出
身
者
は
、
総
督
府
か
ら
学
校
を
通
じ
て
事
実
上
志
願
の
強
制
を
さ
れ

て
い
た
と

11
）

い
う
。
そ
れ
を
考
え
る
時
、
蓮
本
の
同
窓
生
の
自
発
的
な
戦
争

参
加
比
率
が
高
い
と
は
言
い
難
い
。
が
、
時
期
的
に
、
戦
争
参
加
の
強
制

が
中
学
校
卒
業
者
ま
で
迫
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
蓮
本
が
国
民
道
場
へ
入
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う

か
。
彼
の
本
来
の
目
的
は
「
医
専
」
進
学
で
あ
る
。
日
本
統
治
期
台
湾
で

は
、
台
湾
人
青
年
が
就
職
・
職
業
差
別
を
比
較
的
受
け
に
く
い
医
師
を
目

指
す
傾
向
が
強
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
理
系
で
あ
る
医
専
へ
の
進
学
は
、
予

想
さ
れ
る
徴
兵
の
猶
予
に
も
つ
な
が
る
。
も
と
も
と
、
台
湾
の
特
別
志
願

兵
制
度
で
は
、
中
学
校
卒
以
上
の
学
歴
を
持
つ
者
の
選
抜
率
は
著
し
く
低

く
、
基
本
的
に
学
歴
の
低
い
階
層
の
男
子
が
選
ば
れ
て
い
た
。
故
に
蓮
本

に
は
、
自
身
が
同
制
度
に
志
願
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
医
専
に
落
ち
、
浪
人
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
富
裕
故
に

就
職
の
必
要
性
は
な
い
、
と
は
い
え
、
進
学
も
戦
争
参
加
も
し
な
い
無
為

の
状
態
で
い
る
こ
と
は
、
心
理
的
に
も
社
会
的
に
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
、
蓮
本
の
前
に
、
国
民
道
場
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
訓
練
を
受
け
た
と
い
う
「
言
い
訳
」
が
、
彼
の
無
為

に
対
す
る
心
理
的
社
会
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
、
は
ず
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
国
民
道
場
に
お
い
て
不
釣
り
合
い
に
高
い
学
歴
を
持
つ
蓮
本

は
教
官
に
目
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
助
教
就
任
を
要
請
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
で
蓮
本
が
助
教
就
任
を
迷
う
と
き
、
そ
の

理
由
は
明
示
さ
れ
な
い
。
蓮
本
は
道
場
の
様
子
を
「
中
学
校
の
廠
舎
生
活

を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
一
歩
引
い
た
視
点
で
眺
め
、
そ
の

生
活
に
「
苦
痛
は
印
象
に
残
つ
て
ゐ
な
い
」「
馴
れ
て
し
ま
つ
た
」
と
い

い
つ
つ
、「
再
び
助
教
と
な
つ
て
さ
う
し
た
雰
囲
気
に
足
を
踏
み
入
れ
る

気
に
は
ど
う
し
て
も
な
れ
な
か
つ
た
」
と
い
う
。

蓮
本
に
提
示
さ
れ
た
助
教
の
待
遇
は
悪
い
と
は
言
え
な
い
。
勧
誘
し
た

山
田
教
官
は
、
助
教
を
し
な
が
ら
医
専
の
受
験
勉
強
を
す
る
こ
と
も
認
め

て
い
る
。
勉
強
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
重
大
か
も
し
れ
な
い
が
、

先
の
入
試
を
「
体
格
で
落
ち
た
」
と
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

蓮
本
は
学
科
に
は
相
応
の
自
信
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
、
彼
が
助
教
就
任
を
い
や
が
る
の
は
、
国
民
道
場
の
青
年

達
と
自
分
と
の
階
層
や
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
差
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
だ
。
蓮

本
は
テ
ク
ス
ト
内
で
、
し
ば
し
ば
内
務
班
長
の
台
湾
人
青
年
た
ち
に
違
和

感
を
表
明
し
て
い
る
。
無
論
、
内
務
班
長
達
は
熱
心
に
皇
民
化
を
目
指
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
行
動
を
批
判
す
る
言
説
は
一
切
な
い
。
し
か
し
、
同

時
に
蓮
本
は
自
分
が
彼
ら
に
溶
け
込
め
な
い
と
い
う
意
識
を
隠
さ
な
い
。

テ
ク
ス
ト
で
は
、
国
民
道
場
の
青
年
達
が
一
部
生
（
国
民
学
校
卒
）、
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二
部
生
（
国
語
講
習
所
修
了
）、
三
部
生
（
国
語
不
解
者
）
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
中
学
校
卒
の
蓮
本
が
か

な
り
異
端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
に
、
他
の
道
場
生
た
ち
も
、
蓮

本
の
存
在
は
も
て
あ
ま
し
た
だ
ろ
う
。
特
に
内
務
班
長
（
国
民
学
校
卒
業

程
度
で

国
語

能
力
が
高
い
者
が
就
い
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
中
で
は
、

そ
の
殆
ど
が
志
願
兵
と
し
て
日
本
軍
に
参
加
予
定
と
な
っ
て
い
る
）
は
、

中
学
卒
業
者
が
部
下
の
班
内
班
長
と
し
て
い
る
こ
と
に
指
揮
の
困
難
、
あ

る
い
は
嫉
妬
や
反
感
を
持
っ
た
こ
と
も
日
本
軍
の
系
譜
か
ら
考
え
れ
ば
十

分
想
像
で
き
る
。
道
場
で
の
訓
練
を
終
え
て
、
中
学
校
卒
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
、
部
下
で
あ
っ
た
蓮
本
が
上
司
の
助
教
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
、

内
務
班
長
達
に
は
快
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
、
蓮
本
自
身
も
分
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
蓮
本
の
道
場
入
所
は
進
学
前
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
近
い
。
そ
の

よ
う
な
姿
勢
も
他
の
道
場
生
の
反
感
を
呼
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
分
か
っ
て

い
て
、
な
お
道
場
に
就
職
す
る
の
は
、
む
し
ろ
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
別
志
願
兵
制
度
や
特
別
幹
部
候
補
生
制
度

が
、
事
実
上
強
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
山
田
教
官
の
助
教
へ

の
勧
誘
も
ま
た
、
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
強
制
で
あ
っ
た
。
蓮
本
は
、
助

教
に
な
り
た
く
な
い
、
と
い
う
意
志
を
語
っ
て
も
、
こ
の
勧
誘
を
断
る
、

と
い
う
選
択
肢
は
最
後
ま
で
想
定
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当
然
、
断
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
意
味
で
、
蓮
本
を
勧
誘
し
た
山
田
教
官
は
、
そ
う
い
っ
た
青
年
間

の
心
理
を
忖
度
せ
ず
、
蓮
本
の
気
持
ち
も
事
実
上
無
視
し
て
い
る
点
で
、

道
場
生
た
ち
｜
台
湾
人
青
年
達
へ
の
関
心
が
実
際
に
は
低
か
っ
た
と
判
断

で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
蓮
本
に
は
そ
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
。
そ
れ

が
、
助
教
就
任
後
、
恩
師
で
あ
っ
た
は
ず
の
山
田
教
官
の
視
線
を
、
蓮
本

が
常
に
気
に
し
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

四

山
田
教
官
の
沈
黙
に
対
す
る
蓮
本
の
反
応

結
局
助
教
に
就
任
し
た
蓮
本
は
、
や
は
り
国
民
道
場
の
雰
囲
気
に
な
じ

め
な
い
。
彼
は
「
算
数
歴
史
の
学
課
」「
主
に
営
内
勤
務
、
教
練
」
を
分

担
し
て
い
る
が
、
助
教
の
任
務
は
同
僚
の
寥
助
教
の
「
国
語
作
文
の
学
課

と
庶
務
、
経
理
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
学
科
教
育
と

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
教
練
を
主
眼
と
す
る
国
民
道
場
に

お
い
て
は
中
心
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
立
場
は
教
練

を
指
導
す
る
内
務
班
長
よ
り
も
上
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
制
度

上
の
立
場
の
齟
齬
が
、
さ
ら
に
受
験
ま
で
の
「
腰
掛
け
」
で
あ
る
蓮
本
に

居
心
地
の
悪
さ
を
与
え
て
い
た
。
蓮
本
は
、
内
務
班
長
達
の
論
議
を
「
空

回
り
す
る
車
輪
の
喧
騒
さ
」
と
見
て
、
そ
の
中
に
入
る
の
を
躊
躇
す
る
。

一
方
内
務
班
長
達
は
、
蓮
本
の
授
業
を
隣
室
で
聞
き
、「
蓮
本
助
教
殿
の

授
業
法
は
全
く
要
領
が
い
い
」「
や
さ
し
い
先
生
」
な
ど
と
、
褒
め
言
葉

か
皮
肉
か
判
断
が
難
し
い
評
価
を
投
げ
か
け
る
。

蓮
本
が
内
務
班
長
達
に
気
後
れ
す
る
の
は
、
彼
ら
が
近
い
う
ち
に
志
願

兵
と
な
る
か
ら
で
も
あ
る
。
蓮
本
は
「
こ
れ
ら
内
務
班
長
と
一
緒
に
働
い

て
ゐ
る
と
き
、
な
に
か
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
気
持
」
を
持
つ

が
、
そ
れ
は
彼
が
国
民
道
場
と
い
う
、
将
来
敷
か
れ
る
徴
兵
制
度
に
よ
っ

て
戦
場
に
行
く
道
場
生
を
そ
の
た
め
に
指
導
し
、
志
願
兵
制
度
で
戦
場
へ

行
く
内
務
班
長
た
ち
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
自
分
は
戦
場
へ
い
く
つ
も
り

が
な
い
（
蓮
本
は
、
自
分
も
志
願
す
る
と
は
一
切
口
に
し
な
い
）、
戦
場

へ
行
く
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
う
い
っ
た
後
ろ
め
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た
さ
、
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
、
蓮
本
が
助
教
就
任
を
い

や
が
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

内
務
班
長
達
に
な
じ
め
ず
、
そ
れ
故
体
罰
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
蓮

本
は
、
藤
井
教
官
に
言
わ
れ
た
「
内
務
班
長
は
父
で
あ
り
、
兄
で
あ
る
。

助
教
は
母
で
あ
り
、
姉
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
想
起
す
る
。
軟
弱
な
の

で
は
な
く
助
教
と
は
そ
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
と
い
う
意
識
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
、
自
分
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
蓮
本
が
ど
う
し
て
も
克
服
で
き
な
い
の
が
、
山

田
教
官
の
沈
黙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
最
初
に
顕
現
す
る
の
は
、
立
川
｜
お

そ
ら
く
こ
の
青
年
も
豊
か
な
階
層
出
身
の
台
湾
人
で
あ
ろ
う
｜
と
い
う
道

場
生
が
脱
栅
を
試
み
、
捕
ま
っ
た
事
件
の
際
で
あ
っ
た
。
内
務
班
長
達
が

「
見
透
い
た
嘘
」
で
言
い
逃
れ
よ
う
と
す
る
立
川
を
取
り
囲
む
中
、
山
田

教
官
は
「
無
言
で
見
守
つ
て
ゐ
る
以
外
何
等
手
を
く
だ
さ
な
か
つ
た
」。

そ
れ
が
蓮
本
に
「
地
団
駄
を
踏
ん
で
、
歯
を
喰
ひ
」
し
ば
ら
せ
る
。

こ
の
と
き
、
蓮
本
は
山
田
教
官
の
道
場
生
へ
の
無
関
心
を
恐
れ
て
い

る
。
山
田
教
官
の
沈
黙
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
感
じ
た
時
、
陳
進
録
内
務
班

長
が
「
お
ま
へ
は
そ
れ
で
も
日
本
人
か
、
日
本
人
か
。」
と
立
川
を
怒
鳴

り
つ
け
る
こ
と
で
、
蓮
本
は
「
心
の
安
定
と
負
担
の
と
れ
た
明
る
さ
を
同

時
に
感
じ
た
」。
陳
進
録
の
発
言
が
自
信
に
満
ち
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、「
自
分
（
た
ち
）
は
日
本
人
で
あ
る
」
と
い
う
自
信

だ
。
し
か
し
同
時
に
、「
若
し
こ
の
言
葉
が
山
田
教
官
に
依
つ
て
先
に
言

は
れ
た
な
ら
、
さ
う
思
ふ
と
蓮
本
は
慄
ツ
と
」
な
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

山
田
教
官
が
、
自
分
（
た
ち
）
台
湾
人
青
年
を
、「
日
本
人
」
と
は
思
っ

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。
蓮
本
は
、

皇
民
化

に
迷
い
な

く
邁
進
す
る
集
団
に
違
和
感
を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
人
教
官
か
ら
非
「
日

本
人
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
感
じ
る
と
い
う
矛
盾
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
矛
盾
は
、
山
田
教
官
、
藤
井
教
官
が
、
道
場
生
は
正
規
の
軍
人
で

は
な
い
の
で
、
宮
城
遙
拝
の
形
式
を
軍
隊
式
か
ら
一
般
人
の
形
式
に
改
め

る
、
と
伝
え
た
際
に
増
幅
す
る
。
内
務
班
長
達
は
、
自
分
た
ち
は
や
が
て

志
願
兵
に
な
り
、
軍
隊
式
の
形
式
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
そ
れ
を

容
認
す
る
が
、
蓮
本
は
、
自
分
が
「
日
本
人
」
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
感
じ

る
の
で
あ
る
。

道
場
内
で
「
日
本
人
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
、
軍
隊
へ
入
る

し
か
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
台
湾
人
が
軍
属
や
志
願
兵
と
し
て
入
隊

し
て
も
、
そ
こ
で
は
さ
ら
な
る
差
別
が
待
っ
て
い
た
。
彼
ら
が
内
地
人
同

様
の
「
日
本
人
」
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
人
だ
け
の

共
同
体
の
中
で
は
、
そ
の
比
較
と
競
争
に
よ
っ
て
、
よ
り
「
日
本
人
」
に

近
い
方
、
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
の
日
本
統
治
下
台
湾
社
会
で

は
、

国
語

能
力
の
高
さ
と
、
近
代
化
｜
高
学
歴
者
で
あ
る
こ
と
が
、

「
日
本
人
」
へ
の
接
近
手
段
で
あ
り
、
蓮
本
は
そ
の
点
で
は
道
場
内
で
も

っ
と
も
「
日
本
人
」
に
近
い
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
皇
民
化
運
動
と
台

湾
人
の
戦
争
動
員
が
、
言
語
能
力
や
近
代
性
で
は
な
く
、
国
家
｜
天
皇
へ

の
忠
誠
と
い
っ
た
精
神
性
を
評
価
軸
に
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

む
し
ろ
近
代
性
と
は
齟
齬
を
来
す
要
因
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
・
軍
隊
と
い

っ
た
、
富
裕
層
・
高
学
歴
層
の
持
つ
文
化
資
本
が
通
用
し
な
い
共
同
体
へ

の
参
加
は
躊
躇
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
故
、
蓮
本
は
そ
こ
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
こ
の
構
図
自
体
は
、「
志
願
兵
」
に
も
相

似

12
）

す
る
）。

そ
の
た
め
の
違
和
感
に
、
さ
ら
に
山
田
教
官
の
視
線
が
追
い
打
ち
を
か
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け
る
。
山
田
教
官
の
無
関
心
、
に
み
え
る
視
線
が
、
蓮
本
の
「
日
本
人
」

性
を
全
て
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
始
め
る
か
ら
だ
。
自
分
自
身

は
別
の
立
場
に
い
る
と
考
え
て
い
る
道
場
生
や
内
務
班
長
達
が
、
山
田
教

官
と
い
う
「
日
本
人
」
の
目
に
は
、
違
い
の
な
い
同
じ
「
台
湾
人
」
に
見

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
恐
怖
か
ら
、
蓮
本
は
逃
げ
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
テ
ク
ス
ト
終
盤
の
、
蓮
本
の
失
態
場
面
に
現
れ
る
。
可
愛
が

っ
て
い
た
三
部
生
・
蔡
樹
根
が
、
借
り
出
す
実
銃
の
番
号
が
書
か
れ
た
メ

モ
の
入
っ
て
い
る
上
着
を
（

国
語

不
解
の
故
に
）
誤
っ
て
洗
っ
て
し

ま
い
、
メ
モ
が
失
わ
れ
た
と
き
、
蓮
本
は
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
責
任
を
蔡

樹
根
に
押
し
つ
け
る
。

僕
は
大
事
に
、
大
事
に
蔵
つ
て
お
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
蔡
樹
根
の
や
つ
は
僕
の
言
ひ
つ
け
た
こ
と
を
聞
き
違
へ
て

さ

う
だ
。
あ
い
つ
は
国
語
不
解
者
で
あ
り
ま
す
。
上
司
の
命
令
が
わ
か
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

と
叫
ん
だ
。
二
度
、
三
度
と
叫
び
つ
ゞ
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
藤
井
教
官
か
ら
「
お
い
、
お
い
、
蓮
本
助
教
、
見
苦
し

い
ぞ
、
部
下
の
所
為
に
す
る
な
。
責
任
は
自
分
一
人
に
帰
す
べ
き
だ
。
そ

れ
が
日
本
人
だ
ぞ
。」
と
責
め
ら
れ
、
蓮
本
は
自
分
が
そ
の
場
の
誰
よ
り

も
「
日
本
人
」
性
に
劣
る
行
動
を
し
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
蓮
本

は
内
務
班
長
達
に
も
無
様
に
許
し
を
請
い
、
そ
し
て
山
田
教
官
に
詰
め
寄

る
。

山
田
教
官
殿
。
蓮
本
は
日
本
的
素
養
に
欠
け
て
ゐ
た
で
せ
う

か
。
蓮
本
を
ど
う
お
も
は
れ
ま
す
か
。
何
卒
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

そ
の
声
は
慄
へ
を
帯
び
て
ゐ
た
。
目
に
は
涙
が
光
つ
て
ゐ
た
。

山
田
教
官
は
彼
を
見
下
し
た
ま
ゝ
、

何
と
も
お
も
つ
て
ゐ
な
い
よ
。

そ
れ
は
ど
う
い
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
か
。

彼
に
は
山
田
教
官
の
短
か
い
言
葉
が
不
満
で
あ
つ
た
。
不
安
で
あ
つ

た
。
も
つ
と
痛
烈
な
言
葉
が
欲
し
か
つ
た
の
だ
。

｜
山
田
教
官
殿
。
山
田
教
官
殿
。

と
呼
び
つ
ゞ
け
な
が
ら
彼
は
地
べ
た
を
這
つ
た
。

テ
ク
ス
ト
末
尾
で
、
こ
の
場
面
は
高
熱
で
倒
れ
た
蓮
本
の
妄
想
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
濡
れ
破
れ
た
メ
モ
は
な
ん
と
か
判
読
可
能

で
、
寥
助
教
が
代
わ
り
に
銃
を
引
き
取
り
に
行
く
こ
と
で
問
題
は
片
付
い

て
い
た
。
山
田
教
官
も
、
蓮
本
に
「
君
の
責
任
感
は
立
派
だ
。
立
派
だ
と

お
も
つ
て
ゐ
る
よ
。」
と
、
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
蓮
本
に
優
し
げ

に
声
を
か
け
て
い
る
。
最
終
場
面
で
は
、
蓮
本
が
恐
れ
続
け
た
山
田
教
官

の
視
線
は
、
蓮
本
の
被
害
妄
想
で
あ
っ
た
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。蓮

本
が
山
田
教
官
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
感
情
は
、
彼
の
「
日
本
人
」

観
の
投
影
で
も
あ
る
。
蓮
本
は
山
田
教
官
の
沈
黙
か
ら
、
自
分
の
「
日
本

人
」
性
に
不
安
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
蓮
本
は
、
日
本
統
治
下

の
学
校
制
度
の
中
で
学
歴
と
そ
れ
に
相
応
す
る

国
語

能
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
「
日
本
人
」
性
を
担
保
し
て
き
て
お
り
、
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国
民
学
校
卒
業
程
度
の
内
務
班
長
達
の
「
皇
民
化
運
動
」
の
延
長
上
に
あ

る
精
神
論
的
な
「
日
本
人
」
意
識
を
、
内
面
で
は
正
当
な
「
日
本
人
」
性

と
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
が
蓮
本
が
内
務
班
長
達
に
違
和
感
を
覚
え
る
原

因
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
こ
の
時
蓮
本
は
自
分
自
身
は
近
代
人
と
い
う
レ

ベ
ル
で
「
日
本
人
」
で
あ
る
と
い
う
自
負
を
密
か
に
持
っ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
自
負
が
、
山
田
教
官
の
沈
黙
に
よ
っ
て
無
意
味
な
も
の
と
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
に
と
ら
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
蓮
本
に
と
っ
て
、
道
場
で
の
生
活
は
「
台
湾
人
扱
い
さ
れ
た
く

な
い
」
と
い
う
、
極
め
て
混
乱
し
矛
盾
し
そ
し
て
民
族
的
な
自
己
認
識
の

倒
錯
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

五

国
語

能
力
と
徴
兵
制
｜
問
題
提
起
と
課
題

で
は
、
蓮
本
以
外
の
台
湾
人
青
年
達
は
、
こ
の
圧
力
に
耐
え
う
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
テ
ク
ス

ト
は
蓮
本
の
視
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
「
小
説
を
書
け
る
台
湾
人
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
小
説
」
で
あ
る
以
上
、
す
ぐ
れ
た

国
語

能
力
と
近

代
知
を
持
っ
た
視
点
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
必
然
的
に

国
語

不
解
者
や
国
民
学
校

出
の
視
点
や
立
場
を
描
け
な
い
し
、
そ
こ
に
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
も
で

き
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
テ
ク
ス
ト
中
、
内
務
班
長
や
道
場
生
の
心
理
描

写
が
一
切
な
い
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
日
本
人
教
官
達

の
そ
れ
も
描
か
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
蓮
本
に
代
表
さ
れ

る
知
識
人
で
あ
る
台
湾
人
の
視
界
か
ら
自
由
に
な
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
で
は
、

国
語

不
解
者
や
内
務
班
長
た
ち
の
描
か

れ
方
は
単
調
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

国
語

能
力
の
不
足
と
、
近
代

知
、
教
養
、
学
歴
に
裏
打
ち
さ
れ
た
社
会
的
立
場
が
な
い
と
き
、
彼
ら
の

選
択
肢
は
最
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
。
つ
ま
り
、

国
語

を
学
べ
、
道

場
で
訓
練
を
受
け
ろ
、
戦
争
へ
行
け
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
う
以

外
に
な
く
、
そ
れ
を
疑
問
に
も
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
内
に
描

か
れ
る
道
場
の
三
部
生
た
ち
の

国
語

は
、
教
官
や
助
教
、
内
務
班
長

た
ち
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
の
オ
ウ
ム
返
し
で
あ
る
。
そ
こ
に
個
人
的
な
感

情
や
意
識
が
こ
め
ら
れ
る
時
は
、

国
語

は
混
乱
し
「
失
礼
」
な
形
式

に
な
り
、
そ
し
て
上
司
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
母
語
で
あ
る
台
湾
語
を
使

う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
通
り
や
る
の
み

で
、
故
に
雨
中
行
進
訓
練
時
に
、
そ
の
態
度
を
林
慶
逢
内
務
班
長
か
ら
、

「
俺
が
教
へ
た
こ
と
を
右
の
耳
で
聞
い
て
左
の
耳
か
ら
出
し
て
平
気
な
顔

を
し
て
ゐ
る
」
と
責
め
ら
れ
る
。
彼
ら
に
は
十
分
に
理
解
で
き
な
い
言
語

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
命
令
を
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
責
め
ら

れ
る
理
不
尽
の
中
に
、
道
場
生
は
日
常
的
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

蓮
本
が
助
教
就
任
を
受
諾
し
た
時
に
届
け
ら
れ
る
、
三
部
生
・
頼
財
木

に
届
い
た
弟
か
ら
の
ハ
ガ
キ
は
、

国
語

で
書
か
れ
て
い
る
。
弟
は
、

当
然
兄
で
あ
る
頼
財
木
が

国
語

を
読
め
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
弟
は
頼
財
木
に

国
語

で
書
か
ざ
る
を
得
な

い
。
道
場
で
は

国
語

以
外
は
使
っ
て
は
な
ら
ず
、
も
し
用
い
れ
ば
責

め
ら
れ
る
の
は
兄
だ
か
ら
だ
（
た
だ
、
仮
に
台
湾
語
で
書
い
た
と
し
て

も
、
識
字
の
点
で
頼
財
木
が
読
め
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ハ
ガ

キ
と
い
う
伝
達
手
段
自
体
が
、
三
部
生
に
は
授
受
不
可
能
な
も
の
と
い
え

る
）。
こ
の
テ
ク
ス
ト
内
で
、

国
語

不
解
者
は
、
常
に
こ
の
理
不
尽
な

強
要
に
晒
さ
れ
続
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
そ
れ
が
理
不
尽
で
あ
る
と
い
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う
こ
と
さ
え
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、

国
語

理
解
者
で
あ
る
内
務
班
長
た
ち
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

彼
ら
は
、

国
語

が
理
解
で
き
る
の
だ
か
ら
、

国
語

使
用
に
発
す
る

理
不
尽
な
強
要
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

気
づ
く
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
気
づ
く
こ
と
は
で

き
て
も
、
そ
れ
を
克
服
す
る
手
段
や
意
識
を
彼
ら
は
持
っ
て
い
な
い
。
少

な
く
と
も
持
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
描
か
な
い
。
内
務
班
長

達
は
基
本
的
に
国
民
学
校
（
公
学
校
）
を
卒
業
し
た
だ
け
な
の
で
、

国

語

能
力
以
外
の
社
会
的
に
通
用
す
る
技
術
や
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
軍
隊
へ
の
動
員
が
な
け
れ
ば
、
日
本
人
の
命
令
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
以
外
に
は
社
会
的
な
有
用
性
を

も
ち
ろ
ん
日

本
人
支
配
の
社
会
の
中
で

認
め
ら
れ
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
軍
隊

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
む
し
ろ
唯
一
の
ス
キ
ル
で
あ
る

国
語

を
最
も

高
く
評
価
「
し
て
も
ら
え
る
」
職
場
な
の
で
あ
る
。
現
実
の
立
場
や
扱
い

は
と
も
か
く
、
志
願
兵
に
な
る
こ
と
は
表
面
的
に
役
所
や
総
督
府
と
い
う

公
的
機
関
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
選
択
で
あ
り
、
日
本
統
治
下
に
お
い
て
ほ
と

ん
ど
能
力
を
評
価
さ
れ
る
機
会
の
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
非
常
に

魅
力
的
な
も
の
に
見
さ
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
結
果
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な

国
語

理
解
度
に
よ
っ
て
台
湾
人
青
年
た
ち
が
区
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
徴
兵
制
導
入
直
前
時
期
に
お
い
て
も
か
な
り
深
刻

な
レ
ベ
ル
で
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
助
教
」
は
国
民
道
場

の
有
り
様
を
基
本
的
に
賛
美
し
、
内
務
班
長
の
言
動
を
中
心
に
そ
の
皇
民

化
の
精
神
の
体
現
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
、
同
時
に
皇
民
化

運
動
の
精
神
性
を
ま
る
で
理
解
で
き
て
い
な
い
三
部
生
の
姿
や
、
皇
民
化

運
動
自
体
に
実
際
に
は
コ
ミ
ッ
ト
す
る
必
要
性
を
見
出
し
て
い
な
い
蓮
本

が
語
り
手
と
な
っ
て
い
る
時
点
で
、
軍
事
動
員
す
べ
き
台
湾
人
青
年
た
ち

が
「
ば
ら
ば
ら
」
で
あ
り
、
日
本
帝
国
に
よ
っ
て
「
ば
ら
ば
ら
」
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

四
五
年
の
徴
兵
制
実
施
が
近
づ
く
と
、
台
湾
の
新
聞
・
雑
誌
メ
デ
ィ
ア

は
徴
兵
制
の
特
集
を
幾
度
と
な
く
組
む
よ
う
に
な
る
。
皇
民
奉
公
会
の
機

関
誌
で
あ
る
『
新
建
設
』
は
特
に
そ
れ
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
繰
り
返
さ

れ
る
の
は

国
語

の
問
題
で
あ
る
。
太
平
洋
／
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
る

ま
で
、
台
湾
の
台
湾
人
向
け
初
等
教
育
は
有
償
だ
っ
た
。
そ
れ
が
義
務
教

育
へ
の
参
加
や

国
語

理
解
率
上
昇
を
阻
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
無
償
化

さ
れ
る
の
は
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
務
教
育
の
実

施
は
、
台
湾
人
の
戦
争
動
員
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
し
か
な
い
。
さ
ら

に
、
徴
兵
制
導
入
に
到
っ
て
、
台
湾
に
初
め
て
国
政
参
政
権
も
与
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
般
の
台
湾
人
に
と
っ
て
、
教
育
と
参
政
権
は
、
そ
の
生

命
と
引
き
替
え
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
条
件
に

国
語

を
要
求
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
四
五
年
の
徴
兵
制
実
施
後
は
、
当
然
な
が
ら

国
語

能
力

の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、
対
象
者
は
一
律
に
兵
役
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
、
台
湾
の
（
植
民
地
の
）
現
実
を
無
視
し
た
こ
と
で
あ
る
し
、
軍
隊

内
部
の
規
律
や
混
乱
も
度
外
視
し
た
政
策
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
徴
兵
制
度

は
四
五
年
以
降
に
対
象
年
齢
（
二
十
歳
）
に
達
す
る
青
年
だ
け
が
対
象

で
、
四
五
年
に
二
一
才
以
上
に
な
っ
て
い
た
人
々
は
徴
兵
さ
れ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
「
温
情
」
に
よ
っ
て
特
別
志
願
兵
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。
内
務
班
長
達
が
皆
一
様
に
志
願
兵
と
な
り
、
徴
兵
制
度
の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
四
五
年
に
二

十
歳
に
な
っ
た
青
年
達
は
、
二
十
歳
を
超
え
た
人
々
よ
り
も
相
対
的
に
教
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育
が
普
及
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
局
は
そ
れ
に
も
期
待
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
助
教
」
の
舞
台
と
な
っ
た
国
民
道
場
の
よ
う
な
、

国
語

と
軍
隊
的
規
律
の
速
成
教
育
を
施
す
養
成
所
を
緊
急
に
創
り
出

す
の
も
そ
れ
が
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
全
て
を
カ
バ
ー
で
き
る

は
ず
が
な
く
、
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
で
く
り
返
し

国
語

普
及
が
訴
え
ら

れ
て
い
た
背
景
に
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
の
は
皇
民
奉
公
会
の
幹

部
や
在
郷
軍
人
、
台
湾
軍
の
軍
人
だ
っ
た
が
、
彼
ら
は
現
場
に
訪
れ
る
で

あ
ろ
う
混
乱
に
誰
よ
り
も
自
覚
的
で
あ
り
、
そ
れ
を
恐
れ
て
も
い
た
か
ら

だ
。冒

頭
で
、「
助
教
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
「
生
産
現
場
」
へ
の
「
作
家

派
遣
」
と
『
決
戦
台
湾
小
説
集
』
編
纂
の
た
め
の
企
画
の
中
で
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
同
時
に
も
う
一
つ
の
「
企
画
」
に
も
組
み
こ

ま
れ
て
い
た
。「
助
教
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
台
湾
時
報
』
一
九
四
四
年
九

月
号
は
「
徴
兵
制
実
施
記
念
特
輯
号
」
と
さ
れ
、
誌
面
は
徴
兵
制
実
施
に

関
す
る
記
事
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
。「
助
教
」
は
そ
の
記
事
の
一
つ
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
助
教
」
は
生
産
現
場
派
遣
の
報
告
文
学
的
な
要
素
と
共
に
、

徴
兵
制
実
施
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る

い
は
そ
れ
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
規
定
枚
数
の
二
倍
近
い
長
さ
に
な
っ
た

理
由
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
二
重
の
要
求
に
応
え
る
た
め

に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
台
湾
人
青
年
の
速
成
養
成
の
困
難
さ
で
あ

り
、

国
語

理
解
レ
ベ
ル
の
低
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
そ
の

よ
う
な
様
子
が
徴
兵
制
度
に
も
志
願
兵
制
度
に
も
皇
民
化
運
動
に
さ
え
も

実
質
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
台
湾
人
青
年
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
時
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
描
い
た
の
が
「
皇
民
作
家
」
の
代
表
格
と
さ
れ
る
周
金
波
で

あ
る
時
、「
助
教
」
が
露
わ
に
す
る
問
題
は
、
日
本
統
治
期
台
湾
の
日
本

語
文
学
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
帝
国
植
民
地
に
お
け
る

国
語

教
育
政
策
や
そ
れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
軍
事
動
員
を
考
え
る
上

で
も
非
常
に
重
大
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
示
す
こ
と
で
、
本
ノ
ー
ト
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

1
）

星
名
宏
修
「
も
う
一
つ
の
『
皇
民
文
学
』・
周
金
波
」『
野
草
』
第
四
九
号

（
一
九
九
二
年
）

2
）

中
島
利
郎
「
周
金
波
新
論
」『
台
湾
文
学
の
諸
相
』（
緑
蔭
書
房

一
九
九
八

年
）
及
び
「
つ
く
ら
れ
た
「
皇
民
作
家
」
周
金
波
」『
台
湾
文
学
研
究
の
現
在
』

（
緑
蔭
書
房

一
九
九
八
年
）

3
）

中
島
利
郎
『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
小
辞
典
』（
緑
蔭
書
房

二
〇
〇
五
年
）

を
参
照
。

4
）

一
九
四
四
年
に
『
文
芸
台
湾
』
と
『
台
湾
文
学
』
を
半
強
制
的
に
合
併
さ
せ

生
ま
れ
た
文
芸
誌
。

5
）

一
九
四
四
年
四
月
に
島
内
主
要
紙
が
統
合
さ
れ
て
で
き
た
新
聞
。

6
）

徴
用
作
家
た
ち
の
「
戦
争
協
力
物
語
」」『
よ
み
が
え
る
台
湾
文
学
』（
東
方

書
店

一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

7
）

中
島
利
郎
「『
決
戦
台
湾
小
説
集
』
の
刊
行
と
西
川
満
」『
台
湾
の
「
大
東
亜

戦
争
」』（
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

8
）

た
だ
し
、『
決
戦
台
湾
小
説
集
』
収
録
の
「
助
教
」
は
単
純
計
算
で
四
〇
〇

字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
六
〇
枚
超
の
長
さ
に
な
っ
て
お
り
、
枚
数
制
限
を
大

幅
に
超
過
し
て
い
る
。

9
）

近
藤
正
巳
「
第
三
章

人
心
の
動
員
」『
総
力
戦
下
の
台
湾
』（
刀
水
書
房

一
九
九
六
年
）
を
参
照
。
四
三
年
一
一
月
時
点
で
、
改
姓
名
を
し
た
の
は
台
湾

人
人
口
の
二
％
だ
っ
た
。
一
方
朝
鮮
で
は
創
氏
改
名
実
施
半
年
で
八
三
％
が
創

氏
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
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10
）

記
録
映
画
「
国
民
道
場
」『
片
格
転
動
間
的
台
湾
顕
影
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。
台
湾
・

国
立
歴
史
博
物
館

二
〇
〇
八
年
）

11
）

邱
永
漢
「
密
入
国
者
の
手
記
」（
一
九
五
四
年
）
や
「
濁
水
渓
」（
一
九
五
四

年
）
に
、
東
京
帝
大
在
学
中
の
台
湾
人
学
生
が
志
願
を
迫
ら
れ
る
場
面
描
写
が

あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
が
学
生
で
あ
る
こ
と
が
条
件
の
志
願
な
の
で
、
そ
の
前
に

台
湾
へ
戻
っ
て
し
ま
え
ば
兵
員
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。

12
）

和
泉
司
「
青
年
が
志
願
に
到
る
ま
で
｜
周
金
波
『
志
願
兵
』
論
｜
」『
三
田

國
文
』
四
十
一
号
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）
で
論
じ
て
い
る
。
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